
その１　本を探すとき

■目録室（『横浜の本と文化』より）

■目録カード（『図書館報「こだま」no.55』より）

その２　本が図書館にあったとき

その３　本を予約したとき

その４　他の図書館の本を探すとき

オンライン導入前【検索・予約】

引き出しの中には目録カードが

ぎっしり入っています。一枚一枚

カードをめくって本を探しました。 
 

【以前】 市立図書館全館の総合目録がなかったので、職員さえ他の図書館の所蔵情報が

分かりませんでした。利用の希望があると、電話やFAXで他の図書館に問い合わせをして、そ

れぞれの図書館の職員が、目録カードや台帳をチェックして本を探しました。 

  連絡車が運行する前は、職員がリュックを担いで各図書館を回って本を運んでいました。

本を取り寄せるまでに、時間がかかりました。 

【以前】 目録カードがみつかり、探している本がその図書館にあるとわかっても、あるはずの本棚に

なかった場合、その本が貸出中なのか、図書館の中で見ている人がいるのか分かりませんでした。 

【以前】 本が返却されたときに、職員が予約が入っているかどうか目視でチェックしていました。 

 中央図書館が開館したことで、横浜市立図書館全館がネットワークでつながりました。中央図書館のホ

ストコンピュータが、横浜市立図書館全館にある本の「書誌」（本のタイトルや著者名、出版社、内容な

ど）と動態情報（１冊１冊の本が、貸出中かどうかといった情報）を管理するようになりました。ではネット

ワークでつながる前の図書館はどうだったのでしょうか？ 
 

【以前】 図書館に来て、目録カー

ドを利用して探しました。 
 目録カードは、書名、著者名な

どの50音順に並んでいたので、

それらがわからないと、本を探せ

ませんでした。 



■目録カードの使い方（こうほく　横浜市港北図書館報　第2号（昭和57年3月刊）より）


	検索・予約
	目録カード使い方
	貸出

